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大阪モデルレッドステージ移行後の教育活動等について 

 

 日ごろは本校の教育活動に多大なご厚情を賜り、まことにありがとうございます。 

 昨日（12 月 3 日）、大阪府コロナ対策本部会議において、大阪モデルのレッドステージへの移行が決定さ

れました。それを受けて、教育活動等の対応については下記の対応を取る方向で現在進めております。 

 つきましては、児童ならびに保護者のみなさまにおかれましても日頃の感染症対策を改めて徹底し、感染

予防ならびに感染拡大防止に努めていただきますようお願い申しあげます。よろしくお願いいたします。 

 

 

記 

 

 11 月 11 日 日本小児科学会「小児のコロナウイルス感染症に関する医学的知見の現状」より、

下記のような見解が報告されている。 

・ 学校や保育所におけるクラスターが報告されるようになったが、社会全体から見ると多くない 

・ 20 歳未満の患者は無症状から軽症が多い 

・ 学校閉鎖は流行阻止効果に乏しい 

・ 屋外活動や社会的交流が減少することは、子どもの心身に影響を及ぼす 

 そのことを踏まえ、教育活動等については以下の対応をとる。 

（対応について） 

 レッドステージに移行したとしても、分散登校・短縮授業は行わず、1 教室 40 人の通常形

態で教育活動を継続する。 

 ただし、感染症対策を改めて徹底するとともに、特定の教育活動（感染リスクの高い教育活

動）は制限する。 

 

 教育活動において、長時間、密集又は近距離で対面形式となる活動等については当面の間実施

いたしません。その他の活動や生活については、感染症対策を徹底して実施いたします。改めて

飛沫感染・接触感染の対策を十分講じていただきますようお願い申し上げます。 

 また、新たな情報や変更などがあれば、速やかに学校ホームページやメールにてお知らせいた

します。よろしくお願いいたします。 

 

以上 


